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海外姉妹都市訪問報告 

～ 第41次ユージン市友好訪問団～ 
 
 

市内初 ・中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい  
 
【アピールポイント】 

 

【第41次ユージン市友好訪問団】 

１ と    き  令和６年８月３日(土)～令和６年８月９日（金） 

２ と  こ  ろ  アメリカ合衆国オレゴン州ユージン市 ほか 

３ 主   催    掛川市 

４ 参 加 者  ９人 

５  内    容   久保田市長を団長とした第41次ユージン市友好訪問団がユージン市

への訪問を実施しました。 

ユージン市長表敬訪問をはじめ、ユージン市議会、ユージン市商工

会議所との協議、オレゴン大学ヘイワードフィールド、7月より稼働

したユージン市新庁舎など市内公共施設の視察を行いました。ま

た、トランジット先であるシアトルにおいては、中高生研修訪問団

語学研修先候補である語学学校の視察、Sugimoto Tea Companyの視

察では現地トレンド等の確認も行いました。 

         今後の交流については、今までの交流を確認するとともに、改めて永

続的な姉妹都市交流が図られるよう、新たな姉妹都市宣言書へ両市

長が署名を行いました。 

 

■本件に関する担当者 

ダイバーシティ戦略係 平野・佐藤（電話0537-21-1208） 

Press Release 

掛川市記者会見 資料１－１ 

・平成 30 年以来６年ぶり、市長が訪問団の団長としてユージン市を訪問するのは、

平成27年の第37次訪問団以来９年ぶりの訪問になりました。 

・ユージン市長表敬訪問（姉妹都市宣言書への署名）、ユージン市議会、ユージン市商

工会議所をはじめ、関係各所へ訪問、協議を実施。 

・オレゴン大学ヘイワードフィールド、ユージン市役所庁舎、図書館、メモリアルガ

ーデン他視察 

・トランジット先であるシアトル市においては、中高生海外派遣研修先の語学学校、

島田市より出店しているSugimoto Tea Companyの視察 

 



提供日 2024年８月 19日 

解禁日 なし 

担当課 お茶振興課 

 

  

掛川茶フェアトレードの取組状況について 

～ 持続可能な茶業を目指して ～ 
 
 

市内初 ・中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい  
 
【目的・概要】 

新茶期からスタートした「掛川茶フェアトレード」の取組状況について、生産者、茶商

社にアンケート調査を行い結果がまとまりましたので報告します。 

 

【アピールポイント】 

  

 資料の添付   有 ・ 無 （資料名） 掛川茶フェアトレードの取組状況について 

                   （アンケート結果のまとめ） 

 

 

 

■本件に関する担当者 

お茶振興課 萩田・石津（電話0537-21-1216） 

Press Release 

掛川市記者会見 資料１－２－① 

・本年の一番茶において、掛川茶フェアトレード宣言した３割にあたる 38 件の取引

で掛川茶フェアトレードが行われた。 

・実施した生産者等からは、「非常に効果的であった」、「買ってもらえるという安心

感があった」との声もあることから、この取組が拡大することで、生産者の安心感、

所得の安定化につながるものとして、一定の成果があった。 

・一方で、準備期間の不足やどのように進めてよいかわからないといった声もあり、

フェアトレードを実施しなかったケースも見受けられた。 

・事例の共有や取り組みやすい環境を作ることで取組を拡大していきたい。 

・高価格で取引される被覆茶や碾茶などは、フェアトレードにより事前に売り先と価

格を決めることで取り組みやすくなることから、副業（他業種）や短期バイトを活

用した生産体制確保について検討を進めていく。 



掛川茶フェアトレードの取組状況について

■ アンケート調査結果

Ｑ１ 一番茶でフェアトレード（仕様等を定めた取引）を実施したか

■ 掛川茶フェアトレードの取組状況

（１） 掛川茶フェアトレードに取り組む意思表示

（2） 計画生産に合意した生産者と茶商社が掛川茶フェアトレード宣言

掛川茶フェアトレード宣言を行った件数（令和６年６月２０日現在）
１２７組（生産者 ３４件、茶商社 ２２社）

掛川茶フェアトレード参加者（令和６年６月２０日現在）
７７件（生産者 ４７件 茶商社 ３０社）

38

75

14

実施した 実施しなかった その他

• 割合は、宣言の件数に対する割合。
• 宣言を行っても、フェアトレードを行う
ことができたものは約３割であった。

• その他は、生産者と協議等は行わなかっ
たが、農協等に依頼。

一番茶終了後に、掛川茶フェアトレードの取組状況等に関して、生産者と
茶商社に同じ内容のアンケートを実施

Ｑ１で実施した場合
Ｑ２ 合意した取引の仕様等の内容について（複数回答可）

内容 件数

品質 22

種類（品種、被覆茶など） 13

数量 32

価格 16

仕様等を定めた取引のうち、価格
まで事前に定めた取引は１６件

内容 件数 割合

実施した 38 29.9%

実施しなかった 75 59.1%

その他 14 11.0%

計 127 100.0%

内容 件数

フェアトレードを実施した生産者 23

フェアトレードを実施した茶商社 10

計 33

記者会見資料１－２－２



Ｑ４ フェアトレードによる取引数量（ｋｇ）

取引数量（ｋｇ） 報告件数

351,000 35件／38件

• 取引は、掛川茶市場、斡旋業者を介しての取引や直接取引による。
• 各取引数量は、数百キロのものから、荒茶工場の荒茶を全量買取する取引まで
さまざま。

• これまでも取引があったところとフェアトレードを開始したところが大部分。

Ｑ３ 仕様等の合意の方法

内容 件数

書面 20

口頭 13

その他（メモ程度など） 5

Ｑ１の回答が実施しなかった、その他の場合
Ｑ５ 一番茶でフェアトレードを実施しなかった理由等（複数回答可）

内容 件数

二番茶以降での取引を予定 5

準備期間が不足していた 63

仕様等について決めることができなかった 30

その他（内容を記入） 32

準備期間の不足が
６３件／８９件
７０．８％

その他の内容
• 見本を見なければ品質が分からない。
• 品質重視の仕入になるため。
• 宣言をしたが、仕様をきめるのは先の事だと思っていた。

• 掛川茶フェアトレードを開始したものの、一番茶までの期間が短く十分な準備
期間を確保できなかったことから、生産者と茶商社の話し合う時間を設けるこ
とができなかった。

• 初めての取組のため、フェアトレードの流れなどの周知が行き届かなかったこ
とも原因としてあげられる。

Ｑ６ 令和６年度の一番茶の取引において、生産者が持続可能な経営を目指した
取り組みとして効果があったと思いますか。

内容 件数 うち生産者 うち茶商社

有効回答数 38 20 18

効果があった 5 4 1

どちらかというと効果があった 10 7 3

どちらともいえない 11 3 8

どちらかというと効果がなかった 6 2 4

効果はなかった 6 4 2



Ｑ７ 掛川茶フェアトレードの感想や意見について
効果があった点や良かった点、課題点、改善点や反省点など（自由記載）

• 品質を保つという条件はあるが、買ってもらえるという安心感があり、生産・

製造に集中できた。

• 期前に売り上げの計算ができるため、コスト意識をもって製造に取組める。

• 目指すべき品質（成分）や価格が見える化した事で目標が定まり生産者のモチ

ベーションが上がった。

• フェアトレードを実施した分は、想定通りの数量・品質・単価で取引ができた。

• 今年の様な相場の中で非常に効果的だったと感じる。

• 生産者は販売する数量がフェアトレードによって決まるため精神的にラクにな

り生産計画も立てやすい。

• 被覆茶や特殊なお茶について、数量、金額の設定までできた。

• 求めているものを作ることは必要なので良い取り組みだと思う。

• 相場ではなく、内容重視の取引のためにはフェアトレードが良いと思う

効果があった、良かった点など

• 最低価格（単価）が決まっていればもっといいと思う。

• かぶせや有機など需要があるものは簡単に増やせないのも現状。

• 年によって品質などのバラつきがある中で、一定の基準で取引する難しさは感

じた。

• その年の販売動向やその年の出来等により、どこからどれくらい仕入れるとい

うのは、なかなか事前に判断は難しい。

• 営業に長けた工場が優位になり、「品質」という観点とは違ったところで取引

が決まってしまう可能性が懸念される。

• 一番茶を目利きによる仕入れをせずに当園らしいお茶を仕上げることは難しい。

• 茶商と話をする機会がない。

• 求めるお茶（価格及び品質）と乖離がある為よりコミュニケーションが必要と

感じた。

• 生産者は、生産コストの開示が必要である。

課題点・改善点など

掛川茶フェアトレードに関する意見など

• 茶生産農家の期待は大変大きなものであった。

• 準備期間が短く不明点が多かったので、仕様まで決められなかった。

• 茶商や生産者に話を聞くと、どのように進めていけば良いか分からず困惑して

いる人が多いように感じた。

• 取り組みを行った工場や茶商の話を聞きたい。

• 成分分析を標準にフェアトレードをしているところがあると聞いたが、荒茶工

場かJAか斡旋会社でデータを出して見本と一緒にしてもらいたい。

• 生産量の80％以上がフェアトレード取引にならないと効果の実感がないと思う。

• 持続可能を目指すには第一に価格。価格・品質・数量に対するフェアトレード

を進める事が必要。



Ｑ７ 掛川茶フェアトレードの感想や意見について
効果があった点や良かった点、課題点、改善点や反省点など（自由記載）

その他提案など

今年（現在）の取引に対する意見や提案など

• 取引価格の低迷は、まだまだ一番茶の「深蒸し茶」は需要減少に対して供給過

多。

• 業界として一番茶の出口を探し皆で共有する事が最優先。

• 天候の影響から摘採と製造のスピードより生育のスピードが上回ってしまい、

結果として増産と品質低下、茶価の下落につながってしまった。

• 今年のような気候による品質の低下は生産者の努力によって回避しなければな

らなかった。本当に持続可能な経営を目指すためには茶商社の求めるレベルま

で生産者が成長しなければならない。

• その日、その日で荒茶を売り切る取引方法も値引き売りの原因。今は、真空窒

素詰めで品質維持ができる。

• JAS有機、それ以外はアメリカや台湾対応等のお茶を製造する。そうすることで、

碾茶にもチャレンジしやすくなる。また、海外用では浅蒸し茶の需要もある。

有機への転換がハードルが高いなか、日本の使用農薬基準よりも海外の厳しい

基準で栽培管理をしていることを消費者にアピールすることもできる。市内全

域で取り組むことでより効果が出る。

• 基盤整備や荒茶工場の統廃合等の支援が、長期的なフェアトレードの土台にな

ると思う。

Ｑ８ 掛川茶フェアトレードを行う上で必要な支援などについて

• 今まで取引していない茶商とマッチングをする機会を持てる様にしたい。

• 取引様式などの作成。

• 仕様を定めるための支援が必要。

• 準備期間の不足や初めての取組のため仕様まで決めることができないケースが見受け

られ、一番茶での掛川茶フェアトレードの取組は、３８件と宣言を行った３割にとど

まった。

• 実施した取組の中では、非常に効果的に実施できたケースも見受けられ、事例を共有

し、多くの取引が掛川茶フェアトレードに則って行われるよう取り組んでいく。

• 特に、お茶の価格が相場に左右されてしまうと、生産者の安定経営が難しいことから、

価格（最低価格など）についても仕様に含めてもらえるように事例共有と検討を行っ

ていく。

• 被覆茶や特殊茶など需要が多く、掛川茶フェアトレードに取組みやすいお茶などから

取組を促していく。（生産体制の確保も大きな課題）

• 品質を見極めた仕入れと掛川茶フェアトレード（持続可能の茶生産）の両立など、取

組に不安・困惑を感じているケースもあることから、意見をしっかり聞いていきたい。

• 生産者と茶商社のマッチングを促す機会や使用を定めるための参考様式など、検討を

行っていく。

• 今後、アンケート結果等も踏まえて、検討会を開催しブラッシュアップを図っていく。

掛川茶フェアトレードの振り返り



提供日 2024年８月 19日 

解禁日 なし 

担当課 教育政策課 

 

  

報徳いもこじ農楽塾やさいクラブ 発足 

～ 市全体のウェルビーイング 生涯学習に向けて ～ 
 
 

市内初 ・中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい  
 
【目的・概要】 

公認地域クラブの1つとして、「報徳いもこじ農楽塾やさいクラブ」という農業クラブを

創設しました。掛川市の農業の担い手を育てていくとともに、この活動自体が放課後の子

どもたちの居場所となっていくことを期待しています。 

 

【アピールポイント】 

 

１ と    き  令和６年９月２日(月) 午後３時45分～４時45分 

         令和６年９月４日(水) 午後３時30分～４時30分 

２ と  こ  ろ  西山口小学校前、大浜中学校 

３ 主   催    掛川市 

４ 参 加 者  募集中（各農地で募集定員は10名程度） 

５  内    容   クラブ活動概要の説明、土づくり、植え付け 

６ そ の 他   

７ 駐  車  場    有 ・ 無 （場所） 西山口小、大浜中の駐車場を御利用ください。 

８ 資料の添付   有 ・ 無（資料名） 報徳いもこじ農楽塾やさいクラブ募集チラシ 

 

 

 

■本件に関する担当者 

教育政策係 青島（電話0537-21-1109） 

Press Release 

掛川市記者会見 資料１－３－① 

・「自分で食べる野菜は、自分で作る」をクラブのコンセプトとして、地域の方が、空

いた畑や荒廃地を活用して、野菜作りを指導していきます。 

・学校の敷地や学校から近くの土地を利用して行う活動なので、学校帰りに直接子ど

もが活動場所に行き、活動ができます。（基本的には保護者の送迎は必要ないです。） 

・野菜作りを通して、家族や地域の方との絆を深めたり、子どもたちの放課後の居場

所となったり、今後農業の担い手となったりすることが期待できるクラブとなりま

す。 
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